
進級・卒業に必要な年次別累積単位数 

 

経済学部 経済学科（令和６年度入学者に適用） 

 

年    次 1 2 3 4 

年次別必要累積単位数 － 54 86 124 

共通教育科目 

初年次教育科目 「教養ゼミ」（教養講座を含む） 

－ 

 

（ただし，4年次 

へ進級するために

は，「経済学演習 

Ⅰ」の単位を修得 

しておかなければ

ならない） 

2 

共通基礎科目 

日本語表現 「日本語表現法」 2 

情報リテラシー 「情報処理基礎」 2 

英語 5 科目必修※1 6 

初修外国語 同一語2科目選択必修 2 

教養教育科目 A 群～F 群 ※2 10 

キャリア教育科目 「キャリアデザインⅠ」 1 

専門教育科目 

専門基礎科目 各コースが定める必修科目と選択必修科

目計62 単位を含む 
83 

専門科目 
 「卒業論文」，「経済学演習Ⅱ」 8 

共通教育科目もしくは専門教育科目 ― ― ― 8 

望ましい年次別累積単位数 36 74 114 － 

※1  英語について，「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」「英語Ⅲ」「英語Ⅳ」「専門英語」の5 科目を必修とする。 

※2  教養教育科目について，A～F 群の中から3つ以上の群にまたがり選択。 

備 
 

 

考 

１．年間履修登録上限単位数は，４８単位（前期上限２４単位，後期上限２４単位）とする。 

ただし，資格取得等に関する科目（一部の科目を除く）および副専攻科目の単位は含まな

い。 

２．２年次から３年次，３年次から４年次への進級のためには，年次別必要累積単位数を満たさ

ねばならない。年次別必要累積単位数を満たさない場合は，原級留め置き（以下「留年」と

いう）とし，上級年次配当科目の履修はできない。また，「経済学演習Ⅰ」の単位を修得し

ていなければ，４年次へは進級できない。 

３．４年次へ進級ができない場合，「経済学演習Ⅰ」の単位は認定されない。 

４．単位は，出席すべき授業回数の３分の２以上出席し，かつ，定期及び臨時の試験等の成績評

価によって合格した場合に認定される。 

５．２年次にあっては同一年次に３年を超えて，３年次，４年次にあっては，同一年次に２年を

超えて在籍することができない。ただし，休学の場合はこの限りでない。 

６．年次別必要累積単位数には，資格取得等に関する科目（一部の科目を除く）および副専攻科

目の単位は含まない。 

７．卒業のためには，共通教育科目，専門教育科目それぞれの必要単位数と，それらの合計必要

単位数を満たし，さらに，以下に記載する各学科・コースの定める必修科目すべてと選択必

修科目の必要数に合格しなければならない。この条件を満たさない者は留年とする。 

     【総合経済コース】   必修単位：３６ 選択必修単位：２６ 

     【金融経済コース】   必修単位：３６ 選択必修単位：２６ 

  【スポーツマネジメントコース】必修単位：３０ 選択必修単位：３２ 

８．所定の修業年限を経過し，かつ，卒業年次で留年したもので，卒業に必要な累積単位数を満

たした者は前期の終わりに卒業の認定を受けることができる。 

９．「卒業論文」の単位は，それ以外の卒業に必要な単位をすべて修得したときに認定される。 

57



留学生（令和６年度入学者に適用） 

年    次 1 2 3 4 

年次別必要累積単位数 － 54 86 124 

共通教育科目 

初年次教育科目 「教養ゼミ」（教養講座を含む） 

－ 

（ただし，4年次 

へ進級するために

は，「経済学演習 

Ⅰ」の単位を修得 

しておかなければ

ならない） 

2 

共通基礎科目 

情報リテラシー 「情報処理基礎」 2 

日本語 5 科目必修※1 7 

英語または 

初修外国語 

1 カ国語1科目 

選択必修※2 
1 

教養教育科目 A 群～F 群 ※3 10 

キャリア教育科目 「キャリアデザインⅠ」 1 

専門教育科目 

専門基礎科目 各コースが定める必修科目と選択必修科

目計62 単位を含む 
83 

専門科目 
「卒業論文」，「経済学演習Ⅱ」 8 

共通教育科目もしくは専門教育科目 ― ― ― 10 

望ましい年次別累積単位数 36 74 114 － 

※1  日本語の5 科目について，「日本語(1)」「日本語(2)」「日本語(3)」「日本語(4)」「日本語(5)」 

を必修とする。 

※2  ただし，自国語を除く。 

※3  教養教育科目について，A～F 群の中から3つ以上の群にまたがり選択。 

備

考

１．年間履修登録上限単位数は，４８単位（前期上限２４単位，後期上限２４単位）とする。 

ただし，資格取得等に関する科目（一部の科目を除く）および副専攻科目の単位は含まな

い。 

２．２年次から３年次，３年次から４年次への進級のためには，年次別必要累積単位数を満たさ

ねばならない。年次別必要累積単位数を満たさない場合は，原級留め置き（以下「留年」と

いう）とし，上級年次配当科目の履修はできない。また，「経済学演習Ⅰ」の単位を修得し

ていなければ，４年次へは進級できない。 

３．４年次へ進級ができない場合，「経済学演習Ⅰ」の単位は認定されない。 

４．単位は，出席すべき授業回数の３分の２以上出席し，かつ，定期及び臨時の試験等の成績評

価によって合格した場合に認定される。 

５．２年次にあっては同一年次に３年を超えて，３年次，４年次にあっては，同一年次に２年を

超えて在籍することができない。ただし，休学の場合はこの限りでない。 

６．年次別必要累積単位数には，資格取得等に関する科目（一部の科目を除く）および副専攻科

目の単位は含まない。 

７．卒業のためには，共通教育科目，専門教育科目それぞれの必要単位数と，それらの合計必要

単位数を満たし，さらに，以下に記載する各学科・コースの定める必修科目すべてと選択必

修科目の必要数に合格しなければならない。この条件を満たさない者は留年とする。 

  【総合経済コース】   必修単位：３６ 選択必修単位：２６ 

  【金融経済コース】   必修単位：３６ 選択必修単位：２６ 

  【スポーツマネジメントコース】必修単位：３０ 選択必修単位：３２ 

８．所定の修業年限を経過し，かつ，卒業年次で留年したもので，卒業に必要な累積単位数を満

たした者は前期の終わりに卒業の認定を受けることができる。 

９．「卒業論文」の単位は，それ以外の卒業に必要な単位をすべて修得したときに認定される。 
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進級・卒業に必要な年次別累積単位数 

 

経済学部 国際経済学科（令和６年度入学者に適用） 

 

  

年    次 1 2 3 4 

年次別必要累積単位数 － 54 86 124 

共通教育科目 

初年次教育科目 「教養ゼミ」（教養講座を含む） 

－ 

 

（ただし，4年次へ

進級するためには，

「経済学演習Ⅰ」の

単位を修得してお

かなければならな

い） 

2 

共通基礎科目 

日本語表現 「日本語表現法」 2 

情報リテラシー 「情報処理基礎」 2 

英語 5 科目必修※1 6 

初修外国語 同一語2科目選択必修 2 

教養教育科目 A 群～F 群 ※2 10 

キャリア教育科目 「キャリアデザインⅠ」 1 

専門教育科目 

専門基礎科目 各学科・コースが定める必修科目38単位， 

選択必修科目30 単位以上を含む 
83 

専門科目 
 「卒業論文」，「経済学演習Ⅱ」 8 

共通教育科目もしくは専門教育科目 ― ― ― 8 

望ましい年次別累積単位数 36 74 114 － 

※1  英語について，「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」「英語Ⅲ」「英語Ⅳ」「専門英語」の5 科目を必修とする。 

※2  教養教育科目について，A～F 群の中から3つ以上の群にまたがり選択。 

備 
 

 

考 

１．年間履修登録上限単位数は，４８単位（前期上限２４単位，後期上限２４単位）とする。 

ただし，資格取得等に関する科目（一部の科目を除く）および副専攻科目の単位は含まない。 

２．２年次から３年次，３年次から４年次への進級のためには，年次別必要累積単位数を満たさ

ねばならない。年次別必要累積単位数を満たさない場合は，原級留め置き（以下「留年」と

いう）とし，上級年次配当科目の履修はできない。また，「経済学演習Ⅰ」の単位を修得し

ていなければ，４年次へは進級できない。 

３．４年次へ進級ができない場合，「経済学演習Ⅰ」の単位は認定されない。 

４．単位は，出席すべき授業回数の３分の２以上出席し，かつ，定期及び臨時の試験等の成績評

価によって合格した場合に認定される。 

５．２年次にあっては同一年次に３年を超えて，３年次，４年次にあっては，同一年次に２年を

超えて在籍することができない。ただし，休学の場合はこの限りでない。 

６．年次別必要累積単位数には，資格取得等に関する科目（一部の科目を除く）および副専攻科

目の単位は含まない。 

７．卒業のためには，共通教育科目，専門教育科目それぞれの必要単位数と，それらの合計必要

単位数を満たし，さらに各学科・コースの定める必修科目すべてと選択必修科目の必要数に

合格しなければならない。この条件を満たさない者は留年とする。 

８．所定の修業年限を経過し，かつ，卒業年次で留年したもので，卒業に必要な累積単位数を満

たした者は前期の終わりに卒業の認定を受けることができる。 

９．「卒業論文」の単位は，それ以外の卒業に必要な単位をすべて修得したときに認定される。 

66



留学生（令和６年度入学者に適用） 

年    次 1 2 3 4 

年次別必要累積単位数 － 54 86 124 

共通教育科目 

初年次教育科目 「教養ゼミ」（教養講座を含む） 

－ 

（ただし，4年次へ

進級するためには，

「経済学演習Ⅰ」の

単位を修得してお

かなければならな

い） 

2 

共通基礎科目 

情報リテラシー 「情報処理基礎」 2 

日本語 5 科目必修(※1) 7 

英語または 

初修外国語 

1 カ国語1科目 

選択必修※2 
1 

教養教育科目 A 群～F 群 ※3 10 

キャリア教育科目 「キャリアデザインⅠ」 1 

専門教育科目 

専門基礎科目 各学科・コースが定める必修科目38単位， 

選択必修科目30 単位以上を含む 
83 

専門科目 
「卒業論文」，「経済学演習Ⅱ」 8 

共通教育科目もしくは専門教育科目 ― ― ― 10 

望ましい年次別累積単位数 36 74 114 － 

※1  日本語の5 科目について，「日本語(1)」「日本語(2)」「日本語(3)」「日本語(4)」「日本語(5)」 

を必修とする。 

※2  ただし，自国語を除く。 

※3  教養教育科目について，A～F 群の中から3つ以上の群にまたがり選択。 

備

考

１．年間履修登録上限単位数は，４８単位（前期上限２４単位，後期上限２４単位）とする。 

ただし，資格取得等に関する科目（一部の科目を除く）および副専攻科目の単位は含まない。 

２．２年次から３年次，３年次から４年次への進級のためには，年次別必要累積単位数を満たさね

ばならない。年次別必要累積単位数を満たさない場合は，原級留め置き（以下「留年」という）

とし，上級年次配当科目の履修はできない。また，「経済学演習Ⅰ」の単位を修得していなけ

れば，４年次へは進級できない。 

３．４年次へ進級ができない場合，「経済学演習Ⅰ」の単位は認定されない。 

４．単位は，出席すべき授業回数の３分の２以上出席し，かつ，定期及び臨時の試験等の成績評価

によって合格した場合に認定される。 

５．２年次にあっては同一年次に３年を超えて，３年次，４年次にあっては，同一年次に２年を超

えて在籍することができない。ただし，休学の場合はこの限りでない。 

６．年次別必要累積単位数には，資格取得等に関する科目（一部の科目を除く）および副専攻科目

の単位は含まない。 

７．卒業のためには，共通教育科目，専門教育科目それぞれの必要単位数と，それらの合計必要単

位数を満たし，さらに各学科・コースの定める必修科目すべてと選択必修科目の必要数に合格

しなければならない。この条件を満たさない者は留年とする。 

８．所定の修業年限を経過し，かつ，卒業年次で留年したもので，卒業に必要な累積単位数を満た

した者は前期の終わりに卒業の認定を受けることができる。 

９．「卒業論文」の単位は，それ以外の卒業に必要な単位をすべて修得したときに認定される。 
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進級・卒業に必要な年次別累積単位数 

 

経済学部 税務会計学科（令和6 年度入学者に適用） 

 

  

年    次 1 2 3 4 

年次別必要累積単位数 － 54 86 124 

共通教育科目 

初年次教育科目 「教養ゼミ」（教養講座を含む） 

－ 

 

（ただし，4年次へ

進級するためには，

「経済学演習Ⅰ」の

単位を修得してお

かなければならな

い） 

 

 

2 

共通基礎科目 

日本語表現 「日本語表現法」 2 

情報リテラシー 「情報処理基礎」 2 

英語 5 科目必修※1 6 

初修外国語 同一語2科目選択必修 2 

教養教育科目 A 群～F 群 ※2 10 

キャリア教育科目 「キャリアデザインⅠ」 1 

専門教育科目 

専門基礎科目 各学科・コースが定める必修科目32単位 

※3，選択必修科目3０単位以上を含む 
83 

専門科目 
 「卒業論文」，「経済学演習Ⅱ」 8 

共通教育科目もしくは専門教育科目 ― ― ― 8 

望ましい年次別累積単位数 36 74 114 － 

※1  英語について，「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」「英語Ⅲ」「英語Ⅳ」「専門英語」の5 科目を必修とする。 

※2  教養教育科目について，A～F 群の中から3つ以上の群にまたがり選択。 

※3  ただし、税務会計学科備後経済コースの必修科目は30単位である。 

備 
 

 

考 

１．年間履修登録上限単位数は，４８単位（前期上限２４単位，後期上限２４単位）とする。た

だし，卒業要件に含まれない科目の単位は含まない。 

２．２年次から３年次，３年次から４年次への進級のためには，年次別必要累積単位数を満たさ

ねばならない。年次別必要累積単位数を満たさない場合は，原級留め置き（以下「留年」と

いう）とし，上級年次配当科目の履修はできない。また，「経済学演習Ⅰ」の単位を修得し

ていなければ，４年次へは進級できない。 

３．４年次へ進級ができない場合，「経済学演習Ⅰ」の単位は認定されない。 

４．単位は，出席すべき授業回数の３分の２以上出席し，かつ，定期及び臨時の試験等の成績評

価によって合格した場合に認定される。 

５．２年次にあっては同一年次に３年を超えて，３年次，４年次にあっては，同一年次に２年を

超えて在籍することができない。ただし，休学の場合はこの限りでない。 

６．年次別必要累積単位数には，資格取得等に関する科目（一部の科目を除く）および副専攻科

目の単位は含まない。 

７．卒業のためには，共通教育科目，専門教育科目それぞれの必要単位数と，それらの合計必要

単位数を満たし，さらに各学科・コースの定める必修科目すべてと選択必修科目の必要数に

合格しなければならない。この条件を満たさない者は留年とする。 

８．所定の修業年限を経過し，かつ，卒業年次で留年したもので，卒業に必要な累積単位数を満

たした者は前期の終わりに卒業の認定を受けることができる。 

９．「卒業論文」の単位は，それ以外の卒業に必要な単位をすべて修得したときに認定される。 
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留学生（令和6 年度入学者に適用） 

年    次 1 2 3 4 

年次別必要累積単位数 － 54 86 124 

共通教育科目 

初年次教育科目 「教養ゼミ」（教養講座を含む） 

－ 

（ただし，4年次へ

進級するためには，

「経済学演習Ⅰ」の

単位を修得してお

かなければならな

い） 

2 

共通基礎科目 

情報リテラシー 「情報処理基礎」 2 

日本語 5 科目必修(※1) 7 

英語または 

初修外国語 

1 カ国語1科目 

選択必修※2 
1 

教養教育科目 A 群～F 群 ※3 10 

キャリア教育科目 「キャリアデザインⅠ」 1 

専門教育科目 

専門基礎科目 各学科・コースが定める必修科目32単位 

※4，選択必修科目3０単位以上を含む
83 

専門科目 
「卒業論文」，「経済学演習Ⅱ」 8 

共通教育科目もしくは専門教育科目 ― ― ― 10 

望ましい年次別累積単位数 36 74 114 － 

※1  日本語の5 科目について，「日本語(1)」「日本語(2)」「日本語(3)」「日本語(4)」「日本語(5)」 

を必修とする。 

※2  ただし，自国語を除く。 

※3  教養教育科目について，A～F 群の中から3つ以上の群にまたがり選択。 

※4  ただし、税務会計学科備後経済コースの必修科目は30単位である。 

備

考

１．年間履修登録上限単位数は，４８単位（前期上限２４単位，後期上限２４単位）とする。た

だし，卒業要件に含まれない科目の単位は含まない。 

２．２年次から３年次，３年次から４年次への進級のためには，年次別必要累積単位数を満たさ

ねばならない。年次別必要累積単位数を満たさない場合は，原級留め置き（以下「留年」と

いう）とし，上級年次配当科目の履修はできない。また，「経済学演習Ⅰ」の単位を修得し

ていなければ，４年次へは進級できない。 

３．４年次へ進級ができない場合，「経済学演習Ⅰ」の単位は認定されない。 

４．単位は，出席すべき授業回数の３分の２以上出席し，かつ，定期及び臨時の試験等の成績評

価によって合格した場合に認定される。 

５．２年次にあっては同一年次に３年を超えて，３年次，４年次にあっては，同一年次に２年を

超えて在籍することができない。ただし，休学の場合はこの限りでない。 

６．年次別必要累積単位数には，資格取得等に関する科目（一部の科目を除く）および副専攻科

目の単位は含まない。 

７．卒業のためには，共通教育科目，専門教育科目それぞれの必要単位数と，それらの合計必要

単位数を満たし，さらに各学科・コースの定める必修科目すべてと選択必修科目の必要数に

合格しなければならない。この条件を満たさない者は留年とする。 

８．所定の修業年限を経過し，かつ，卒業年次で留年したもので，卒業に必要な累積単位数を満

たした者は前期の終わりに卒業の認定を受けることができる。 

９．「卒業論文」の単位は，それ以外の卒業に必要な単位をすべて修得したときに認定される。 
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進級・卒業に必要な年次別累積単位数 

 

人間文化学部 人間文化学科（令和6 年度入学者に適用） 

（注1） 英語について，「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」「英語Ⅲ」「英語Ⅳ」「専門英語」の5科目を必修とする。 

（注2） 教養教育科目について，A～F群の中から3つ以上の群にまたがり選択。 

（注3）「文化リテラシー入門」「基礎演習Ⅰ」「基礎演習Ⅱ」「文化演習Ⅰ」「文化演習Ⅱ」 

    「文化演習Ⅲ」「文化演習Ⅳ」，そのほか外国語科目から同一語2科目を選択必修とする。 

 

人間文化学部 人間文化学科 留学生（令和6 年度入学者に適用） 

（注1） 日本語の5科目について，「日本語（１）」「日本語（２）」「日本語（３）」「日本語（４）」「日本語（５）」を

必修とする｡ 

（注2） １カ国語は外国語科目の英語と初修外国語から選ぶこと。 

（注3） 教養教育科目について，A～F群の中から3つ以上の群にまたがり選択。 

（注4）「文化リテラシー入門」「基礎演習Ⅰ」「基礎演習Ⅱ」「文化演習Ⅰ」「文化演習Ⅱ」 

    「文化演習Ⅲ」「文化演習Ⅳ」，そのほか外国語科目から同一語2科目を選択必修とする。 

 

 

年    次 1 2 3 4 
年次別必要累積単位数 － 54 92 124 

共通教育科目 

初年次教育科目 「教養ゼミ」（教養講座を含む） 

－ － － 

2 

25 
共通基礎科目 

日本語表現 「日本語表現法１」 2 
情報リテラシー 「情報処理基礎」 2 
英語 5科目必修 （注1） 6 
初修外国語 同一語2科目選択必修 2 

教養教育科目 A群～F群 （注2） 10 
キャリア教育科目 「キャリアデザインⅠ」 1 

専門教育科目 

専門基礎科目（必修：「日本語表現法2」「情報処理応用」） 
76 

専門科目（必修：注3） 
 

卒業論文 8 
共通教育科目もしくは専門教育科目 15 

望ましい年次別累積単位数 38 76 114 － 

年    次 1 2 3 4 
年次別必要累積単位数 － 54 92 124 

共通教育科目 

初年次教育科目 「教養ゼミ」（教養講座を含む） 

－ － － 

2 

22 共通基礎科目 

情報リテラシー 「情報処理基礎」 2 
日本語 5科目必修 （注1） 7 
初修外国語 自国語を除く１カ国語（注2） 1 

教養教育科目 A群～F群 （注3） 10 

専門教育科目 

専門基礎科目（必修：「情報処理応用」） 
76 

専門科目（必修：注4） 
 

卒業論文 8 
共通教育科目もしくは専門教育科目 18 

望ましい年次別累積単位数 38 76 114 － 

備 
 

 

考 

１．年間履修登録上限単位数は，４８単位（前期上限２４単位，後期上限２４単位）とする。ただし，資格取得等に関

する科目（一部の科目を除く）および副専攻科目の単位は含まない。 

２．２年次から３年次，３年次から４年次への進級のためには，年次別必要累積単位数を満たさねばならない。年次別

必要累積単位数を満たさない場合は，原級留め置き（以下「留年」という）とし，上級年次配当科目の履修はでき

ない。 

３．単位は，出席すべき授業回数の３分の２以上出席し，かつ，定期及び臨時の試験等の成績評価によって合格した場

合に認定される。  

４．２年次にあっては同一年次に３年を超えて，３年次，４年次にあっては，同一年次に２年を超えて在籍することが

できない。ただし，休学の場合はこの限りでない。 

５．年次別必要累積単位数には，資格取得等に関する科目（一部の科目を除く）および副専攻科目の単位は含まない。 

６．所定の修業年限を経過し，かつ，卒業年次で留年した者で，卒業に必要な累積単位数を満たした者は前期の終わり

に卒業の認定を受けることができる。 

７．「卒業論文」の単位は，それ以外の卒業に必要な単位をすべて修得したときに認定される。 

８．３年次配当の「文化演習Ⅰ」「文化演習Ⅱ」の単位を修得しなければ，４年次に進級できない。 
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進級・卒業に必要な年次別累積単位数 

 
人間文化学部 心理学科（令和6 度入学者に適用） 

※1  英語について，「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」「英語Ⅲ」「英語Ⅳ」「専門英語」の5 科目を必修とする。 
※2  教養教育科目について，A～F群の中から3つ以上の群にまたがり選択。 

 
人間文化学部 心理学科 留学生（令和6 年度入学者に適用） 

※1  日本語について， 「日本語（1）」「日本語（2）」「日本語（3）」「日本語（4）」「日本語（5）」 
の5科目を必修とする。 

※2  共通教育科目の英語と初修外国語の中から自国語を除く１カ国語を選ぶこと。 
※3  教養教育科目について，A～F群の中から3つ以上の群にまたがり選択。 

 

 

年    次 1 2 3 4 

年次別必要累積単位数 － ５４ ９２ １２４ 

共通教育科目 

初年次教育科目 「教養ゼミ」（教養講座を含む） 

－ － － 

２ 

共通基礎科目 

日本語表現 「日本語表現法1」 ２ 

情報リテラシー 「情報処理基礎」 ２ 

英語 5 科目※1 ６ 

初修外国語 同一語2科目選択必修 ２ 

教養教育科目 A群～F群 ※2 １０ 

キャリア教育科目 「キャリアデザインⅠ」 １ 

専門教育科目 専門基礎科目・専門科目  
 ７６ 

「卒業研究」 ８ 

共通教育科目もしくは専門教育科目 １５ 

望ましい年次別累積単位数 ３８ ７６ １１４ － 

年    次 1 2 3 4 

年次別必要累積単位数 － ５４ ９２ １２４ 

共通教育科目 

初年次教育科目 「教養ゼミ」（教養講座を含む） 

－ － － 

２ 

共通基礎科目 

情報リテラシー 「情報処理基礎」 ２ 

日本語 5 科目※1 ７ 

初修外国語 1 科目※2 １ 

教養教育科目 A群～F群 ※3 １０ 

専門教育科目 専門基礎科目・専門科目  
 ７６ 

「卒業研究」 ８ 

共通教育科目もしくは専門教育科目 １８ 

望ましい年次別累積単位数 ３８ ７６ １１４ － 

備 
 

 

考 

１．年間履修登録上限単位数は，４８単位（前期上限２４単位，後期上限２４単位）とする。ただし，
資格取得等に関する科目（一部の科目を除く）および副専攻科目の単位は含まない。 

２．２年次から３年次，３年次から４年次への進級のためには，年次別必要累積単位数を満たさねばな
らない。年次別必要累積単位数を満たさない場合は，原級留め置き（以下「留年」という）とし，
上級年次配当科目の履修はできない。 

３．単位は，出席すべき回数の３分の２以上出席し，かつ，定期及び臨時の試験等の成績評価によって
合格した場合に認定される。 

４．２年次にあっては同一年次に３年を超えて，３年次，４年次にあっては，同一年次に２年を超えて
在籍することができない。ただし，休学の場合はこの限りでない。 

５．年次別必要累積単位数には，資格取得等に関する科目（一部の科目を除く）および副専攻科目の単
位は含まない。 

６．所定の修業年限を経過し，かつ，卒業年次で留年した者で，卒業に必要な累積単位数を満たした者
は前期の終わりに卒業の認定を受けることができる。 

７．３年次配当のいずれかの「課題実習」の単位を修得しなければ，４年次に進級できない。 
８．「卒業研究」の単位は，それ以外の卒業に必要な単位をすべて修得したときに認定される。 
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進級・卒業に必要な年次別累積単位数 

 
人間文化学部 メディア・映像学科（令和6年度入学者に適用） 

※1  英語について，「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」「英語Ⅲ」「英語Ⅳ」「専門英語」の5 科目を必修とする。 
※2  教養教育科目について，A～F群の中から3つ以上の群にまたがり選択。 

 
人間文化学部 メディア・映像学科 留学生（令和6年度入学者に適用） 

※1  日本語について， 「日本語（1）」「日本語（2）」「日本語（3）」「日本語（4）」「日本語（5）」 
の5科目を必修とする。 

※2  共通教育科目の英語と初修外国語の中から自国語を除く１カ国語を選ぶこと。 
※3  教養教育科目について，A～F群の中から3つ以上の群にまたがり選択。 

 

 

年    次 1 2 3 4 

年次別必要累積単位数 － ５４ ９２ １２４ 

共通教育科目 

初年次教育科目 「教養ゼミ」（教養講座を含む） 

－ － － 

２ 

共通基礎科目 

日本語表現 「日本語表現法1」 ２ 

情報リテラシー 「情報処理基礎」 ２ 

英語 5 科目※1 ６ 

初修外国語 同一語2科目選択必修 ２ 

教養教育科目 A群～F群 ※2 １０ 

キャリア教育科目 「キャリアデザインⅠ」 １ 

専門教育科目 専門基礎科目・専門科目  
 ７６ 

「卒業研究」 ８ 

共通教育科目もしくは専門教育科目 １５ 

望ましい年次別累積単位数 ３８ ７６ １１４ － 

年    次 1 2 3 4 

年次別必要累積単位数 － ５４ ９２ １２４ 

共通教育科目 

初年次教育科目 「教養ゼミ」（教養講座を含む） 

－ － － 

２ 

共通基礎科目 

情報リテラシー 「情報処理基礎」 ２ 

日本語 5 科目※1 ７ 

初修外国語 1科目※2 １ 

教養教育科目 A群～F群 ※3 １０ 

専門教育科目 専門基礎科目・専門科目  
 ７６ 

「卒業研究」 ８ 

共通教育科目もしくは専門教育科目 １８ 

望ましい年次別累積単位数 ３８ ７６ １１４ － 

備 
 

 

考 

１． 年間履修登録上限単位数は，４８単位（前期上限２４単位，後期上限２４単位）とする。ただ
し，卒業要件に含まれない科目の単位は含まない。 

２． ２年次から３年次，３年次から４年次への進級のためには，年次別必要累積単位数を満たさね
ばならない。年次別必要累積単位数を満たさない場合は，原級留め置き（以下「留年」という）
とし，上級年次配当科目の履修はできない。 

３． 単位は，出席すべき回数の３分の２以上出席し，かつ，定期及び臨時の試験等の成績評価によ
って合格した場合に認定される。 

４． ２年次にあっては同一年次に３年を超えて，３年次，４年次にあっては，同一年次に２年を超
えて在籍することができない。ただし，休学の場合はこの限りでない。  

５． 年次別必要累積単位数には，資格取得等に関する科目（一部の科目を除く）および副専攻科目
の単位は含まない。 

６． 所定の修業年限を経過し，かつ，卒業年次で留年した者で，卒業に必要な累積単位数を満たし
た者は前期の終わりに卒業の認定を受けることができる。 

７． ３年次配当の「専門演習」の単位を修得しなければ，４年次に進級できない。 
８．「卒業研究」の単位は，それ以外の卒業に必要な単位をすべて修得したときに認定される。 
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進級・卒業に必要な年次別累積単位数 

 

工学部 電気電子工学科（令和６年度入学者に適用） 

 

年    次 1 2 3 4 

年次別必要累積単位数 － 55 91 124 

共通教育科目 

初年次教育科目 「教養ゼミ」（教養講座を含む） （2） （2） （2） 2 

共通基礎科目 

日本語表現 「日本語表現法」 

－ － － 

2 

情報リテラシー 「情報処理基礎」 2 

英語 5 科目必修※1 6 

初修外国語 同一語2科目選択必修 2 

教養教育科目 A群～F群 ※2 １１ 

キャリア教育科目 「キャリアデザインⅠ」 １ 

専門教育科目 
専門基礎科目・ 

専門科目  

 

74 プロジェクト 

教育科目 
みらい工学プロジェクト 

社会安全工学教育科目 8 

卒業研究 8 

共通教育科目もしくは専門教育科目 8 

望ましい年次別累積単位数 35 75 115 － 

※1  英語について，「英語Ⅰ」，「英語Ⅱ」，「英語Ⅲ」，「英語Ⅳ」，「専門英語」の5 科目を必修とする。 

※2  教養教育科目について，A～F群の中から3つ以上の群にまたがり選択。 

 

備 
 

 

考 

１．年間履修登録上限単位数は４８単位（前期上限２４単位，後期上限２４単位）とする。ただし，

教職に関する科目（一部の科目を除く）および副専攻科目の単位数は含まない。 

２．２年次から３年次，３年次から４年次への進級のためには，年次別必要累積単位数を満たさねば

ならない。年次別必要累積単位数を満たさない場合は，原級留め置き（以下「留年」という）と

し，上級年次配当科目の履修はできない。 

３．単位は，出席すべき授業回数の３分の２以上出席し，かつ，定期及び臨時の試験等の成績評価に

よって合格した場合に認定される。 

４．２年次にあっては同一年次に３年を超えて，３年次，４年次にあっては，同一年次に２年を超え

て在籍することができない。ただし，休学の場合はこの限りでない。 

５．年次別必要累積単位数には，教職に関する科目（一部の科目を除く）および副専攻科目の単位は

含まない。 

６．表中の（ ）内の数字は，科目別の望ましい年次別累積単位数を示す。 

７．所定の修業年限を経過し，かつ，４年次で留年した者で，卒業に必要な累積単位数を満たした者

は前期の終わりに卒業認定を受けることができる。 

８．みらい工学プロジェクトおよび社会安全工学教育科目は工学部推奨科目である。社会安全工学教

育科目は，工学部社会安全工学教育科目から計４科目８単位を選択必修とする。 
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進級・卒業に必要な年次別累積単位数 

 

工学部 建築学科（令和６年度入学者に適用） 

 

 

年    次 1 2 3 4 

年次別必要累積単位数 － 55 91 124 

共通教育科目 

初年次教育科目 「教養ゼミ」（教養講座を含む） （2） （2） （2） 2 

共通基礎科目 

日本語表現 「日本語表現法」 

－ － － 

2 

情報リテラシー 「情報処理基礎」 2 

英語 5 科目必修※1 6 

初修外国語 同一語2科目選択必修 2 

教養教育科目 A群～F群 ※2 １１ 

キャリア教育科目 「キャリアデザインⅠ」 １ 

専門教育科目 

専門基礎科目・ 

専門科目 

 

 

74 プロジェクト 

教育科目 
みらい工学プロジェクト 

社会安全工学教育科目 8 

卒業研究 8 

共通教育科目もしくは専門教育科目 8 

望ましい年次別累積単位数 35 75 115 － 

※1  英語について，「英語Ⅰ」，「英語Ⅱ」，「英語Ⅲ」，「英語Ⅳ」，「専門英語」の5 科目を必修とする。 

※2  教養教育科目について，A～F群の中から3つ以上の群にまたがり選択。 

 

備 
 

 

考 

１．年間履修登録上限単位数は４８単位（前期上限２４単位，後期上限２４単位）とする。ただし，

資格取得等に関する科目（一部の科目を除く）および副専攻科目の単位数は含まない。 

２．２年次から３年次，３年次から４年次への進級のためには，年次別必要累積単位数を満たさねば

ならない。年次別必要累積単位数を満たさない場合は，原級留め置き（以下「留年」という）と

し，上級年次配当科目の履修はできない。 

３．単位は，出席すべき授業回数の３分の２以上出席し，かつ，定期及び臨時の試験等の成績評価に

よって合格した場合に認定される。  

４．２年次にあっては同一年次に３年を超えて，３年次，４年次にあっては，同一年次に２年を超え

て在籍することができない。ただし，休学の場合はこの限りでない。 

５．年次別必要累積単位数には，教職に関する科目（一部の科目を除く）および副専攻科目の単位は

含まない。 

６．表中の（ ）内の数字は，科目別の望ましい年次別累積単位数を示す。 

７．所定の修業年限を経過し，かつ，４年次で留年した者で，卒業に必要な累積単位数を満たした者

は前期の終わりに卒業認定を受けることができる。 

８．みらい工学プロジェクトおよび社会安全工学教育科目は工学部推奨科目である。社会安全工学教

育科目は，工学部社会安全工学教育科目から計４科目８単位を選択必修とする。 
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進級・卒業に必要な年次別累積単位数 

 

工学部 情報工学科（令和６年度入学者に適用） 

 

 

年    次 1 2 3 4 

年次別必要累積単位数 － 55 91 124 

共通教育科目 

初年次教育科目 「教養ゼミ」（教養講座を含む） （2） （2） （2） 2 

共通基礎科目 

日本語表現 「日本語表現法」 

－ － － 

2 

情報リテラシー 「情報処理基礎」 2 

英語 5 科目必修※1 6 

初修外国語 同一語2科目選択必修 2 

教養教育科目 A群～F群 ※2 １１ 

キャリア教育科目 「キャリアデザインⅠ」 １ 

専門教育科目 
専門基礎科目・ 

専門科目  

 

74 プロジェクト 

教育科目 
みらい工学プロジェクト 

社会安全工学教育科目 8 

卒業研究 8 

共通教育科目もしくは専門教育科目 8 

望ましい年次別累積単位数 35 75 115 － 

※1  英語について，「英語Ⅰ」，「英語Ⅱ」，「英語Ⅲ」，「英語Ⅳ」，「専門英語」の5 科目を必修とする。 

※2  教養教育科目について，A～F群の中から3つ以上の群にまたがり選択。 

 

備 
 

 

考 

１．年間履修登録上限単位数は４８単位（前期上限２４単位，後期上限２４単位）とする。ただし，卒

業要件に含まれない科目の単位数は含まない。 

２．２年次から３年次，３年次から４年次への進級のためには，年次別必要累積単位数を満たさねばな

らない。年次別必要累積単位数を満たさない場合は，原級留め置き（以下「留年」という）とし，

上級年次配当科目の履修はできない。 

３．単位は，出席すべき授業回数の３分の２以上出席し，かつ，定期及び臨時の試験等の成績評価によ

って合格した場合に認定される。 

４．２年次にあっては同一年次に３年を超えて，３年次，４年次にあっては，同一年次に２年を超えて

在籍することができない。ただし，休学の場合はこの限りでない。 

５．年次別必要累積単位数には，教職に関する科目（一部の科目を除く）および副専攻科目の単位は含

まない。 

６．表中の（ ）内の数字は，科目別の望ましい年次別累積単位数を示す。 

７．所定の修業年限を経過し，かつ，４年次で留年した者で，卒業に必要な累積単位数を満たした者は

前期の終わりに卒業認定を受けることができる。 

８．みらい工学プロジェクトおよび社会安全工学教育科目は工学部推奨科目である。社会安全工学教育

科目は，工学部社会安全工学教育科目から計４科目８単位を選択必修とする。 

９．３年次に進級するには，IT パスポート対策A もしくは IT パスポート対策B の単位を修得してお

かなければならない。 

１０．専門科目では、受講者人数の制限を行う可能性がある。 
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進級・卒業に必要な年次別累積単位数 

 

工学部 機械システム工学科（令和6年度入学者に適用） 

 

 

年    次 1 2 3 4 

年次別必要累積単位数 － 55 91 124 

共通教育科目 

初年次教育科目 「教養ゼミ」（教養講座を含む） （2） （2） （2） 2 

共通基礎科目 

日本語表現 「日本語表現法」 

－ － － 

2 

情報リテラシー 「情報処理基礎」 2 

英語 5 科目必修※1 6 

初修外国語 同一語2科目選択必修 2 

教養教育科目 A群～F群 ※2 １１ 

キャリア教育科目 「キャリアデザインⅠ」 １ 

専門教育科目 
専門基礎科目・ 

専門科目  

 

74 プロジェクト 

教育科目 
みらい工学プロジェクト 

社会安全工学教育科目 8 

卒業研究 8 

共通教育科目もしくは専門教育科目 8 

望ましい年次別累積単位数 35 75 115 － 

※1  英語について，「英語Ⅰ」，「英語Ⅱ」，「英語Ⅲ」，「英語Ⅳ」，「専門英語」の5 科目を必修とする。 

※2  教養教育科目について，A～F群の中から3つ以上の群にまたがり選択。 

 

備 
 

 

考 

１．年間履修登録上限単位数は４８単位（前期上限２４単位，後期上限２４単位）とする。ただし，

卒業要件に含まれない科目の単位数は含まない。 

２．２年次から３年次，３年次から４年次への進級のためには，年次別必要累積単位数を満たさねば

ならない。年次別必要累積単位数を満たさない場合は，原級留め置き（以下「留年」という）と

し，上級年次配当科目の履修はできない。 

３．単位は，出席すべき授業回数の３分の２以上出席し，かつ，定期及び臨時の試験等の成績評価に

よって合格した場合に認定される。  

４．２年次にあっては同一年次に３年を超えて，３年次，４年次にあっては，同一年次に２年を超え

て在籍することができない。ただし，休学の場合はこの限りでない。 

５．年次別必要累積単位数には，教職に関する科目（一部の科目を除く）および副専攻科目の単位は

含まない。 

６．表中の（ ）内の数字は，科目別の望ましい年次別累積単位数を示す。 

７．所定の修業年限を経過し，かつ，４年次で留年した者で，卒業に必要な累積単位数を満たした者

は前期の終わりに卒業認定を受けることができる。 

８．みらい工学プロジェクトおよび社会安全工学教育科目は工学部推奨科目である。社会安全工学教

育科目は，工学部社会安全工学教育科目から計４科目８単位を選択必修とする。 
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進級・卒業に必要な年次別累積単位数 

 

生命工学部 生物科学科（令和6年度入学者に適用） 

 

年    次 1 2 3 4 

年次別必要累積単位数 － 56 94 124 

共通教育科目 

初年次教育科目 「教養ゼミ」（教養講座を含む） 

－ － (26) 

2 

共通基礎科目 

日本語表現 「日本語表現法」 2 

情報リテラシー 「情報処理基礎」 2 

英語 ５科目必修 ※１ 6 

初修外国語 
同一語 

2科目選択必修 
2 

教養教育科目 A群～F群 ※2 11 

キャリア教育科目 「キャリアデザインⅠ」 1 

専門教育科目 
 (10+[4]) (30+[9]) 60+[14] 74+[14] 

卒業研究 － － － [ 6 ] 

共通教育科目もしくは専門教育科目 － － － 4 

望ましい年次別累積単位数 32 68 104 － 

※1  英語について，「英語Ⅰ」，「英語Ⅱ」，「英語Ⅲ」，「英語Ⅳ」，「専門英語」の５科目を必修とする。 

※2  教養教育科目について，A～F群の中から3つ以上の群にまたがり選択。 

備 
 

 

考 

１．年間履修登録上限単位数は，48単位（前期上限24単位，後期上限24単位）とする。ただし，卒

業要件に含まれない科目の単位数は含まない。 

２．２年次から３年次，３年次から４年次への進級のためには，年次別必要累積単位数を満たさねばな

らない。年次別必要累積単位数を満たさない場合は，原級留め置き（以下「留年」という）とし，上

級年次配当科目の履修はできない。 

３．単位は，出席すべき授業回数の３分の２以上出席し，かつ，定期及び臨時の試験等の成績評価によ

って合格した場合に認定される。 

４．２年次にあっては同一年次に３年を超えて，３年次，４年次にあっては，同一年次に２年を超えて

在籍することができない。ただし，休学の場合はこの限りでない。 

５．年次別必要累積単位数には，資格取得等に関する科目（一部の科目を除く）および副専攻科目の単

位は含まない。 

６．表中の（ ）内の数字は，科目別の望ましい年次別累積単位数であり，それぞれの単位数を満たさな

い者は，上級年次の配当科目を履修できない場合がある。また，[ ]内の数字は，専門教育科目の

必修の実験・実習科目（卒業研究を含む）の累積単位数である。 

７．生物科学特別実験の単位は，３年次必要累積単位数を満たし，それ以外の実験・実習科目の単位す

べてを取得しなければ，認定されない。 

８．卒業のためには，共通教育科目・専門教育科目それぞれの４年次における必要累積単位数を満た

し，さらに必修科目全てに合格しなければならない。この条件を満たさない者は留年とする。 

９．所定の修業年次を経過し，かつ、卒業年次で留年した者で，卒業に必要な累積単位数を満たした者

は前期の終わりに卒業の認定を受けることができる。 
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進級・卒業に必要な年次別累積単位数 

 

生命工学部 健康栄養科学科（令和６年度入学者に適用） 

 

 

年    次 1 2 3 4 

年次別必要累積単位数 － 56 94 124 

共通教育科目 

初年次教育科目 「教養ゼミ」（教養講座を含む） 

－ － （26） 

2 

共通基礎科目 

日本語表現 「日本語表現法」 2 

情報リテラシー 「情報処理基礎」 2 

英語 ５科目必修※１ 6 

初修外国語 
同一語 
2科目選択必修 

2 

教養教育科目 A群～F群 ※2 11 

キャリア教育科目 「キャリアデザインⅠ」 1 

専門教育科目 
 

(6+

［5］) 
(26+[14]) (56+[18]) 70+[18] 

卒業研究 － － － [6] 

共通教育科目もしくは専門教育科目 － － － 4 

望ましい年次別累積単位数 32 68 104 － 

※1  英語について，「英語Ⅰ」，「英語Ⅱ」，「英語Ⅲ」，「英語Ⅳ」，「専門英語」の５科目を必修とする。 

※2  教養教育科目について，A～F群の中から3つ以上の群にまたがり選択。 

 

備 
 

 

考 

１．年間履修登録上限単位数は，４８単位（前期上限２４単位，後期上限２４単位）とする。ただし，資

格取得等に関する科目（一部の科目を除く）および副専攻科目の単位は含まない。 

２．２年次から３年次，３年次から４年次への進級のためには，年次別必要累積単位数を満たさねばな

らない。年次別必要累積単位数を満たさない場合は，原級留め置き（以下「留年」という）とし，上

級年次配当科目の履修はできない。 

３．単位は，出席すべき授業回数の３分の２以上出席し，かつ，定期及び臨時の試験等の成績評価によ

って合格した場合に認定される。 

４．２年次にあっては同一年次に３年を超えて，３年次，４年次にあっては，同一年次に２年を超えて

在籍することができない。ただし，休学の場合はこの限りでない。 

５．年次別必要累積単位数には，資格取得等に関する科目（一部の科目を除く）および副専攻科目の単

位は含まない。 

６．表中の（ ）内の数字は，科目別の望ましい年次別累積単位数であり，それぞれの単位数を満たさな

い者は，上級年次の配当科目を履修できない場合がある。また，[ ]内の数字は，専門教育科目の必

修の実験・実習科目（卒業研究を含む）の累積単位数である。 

７．卒業のためには，共通教育科目・専門教育科目それぞれの４年次における必要累積単位数を満たし，

さらに必修科目全てに合格しなければならない。この条件を満たさない者は留年とする。 

８．所定の修業年次を経過し，かつ，卒業年次で留年した者で，卒業に必要な累積単位数を満たした者

は前期の終わりに卒業の認定を受けることができる。 

９．食品衛生管理者および食品衛生監視員資格の取得については，取得可能な免許・資格の項に記す。 

１０．管理栄養士国家試験受験資格を得るためには，別表１に示す科目を取得しなければならない。 

１１．臨地・校外実習科目を履修するには，原則として，別表２に示す科目を取得しなければならない。 
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進級・卒業に必要な年次別累積単位数 

 

生命工学部 海洋生物科学科（令和6年度入学者に適用） 

 

年    次 1 2 3 4 

年次別必要累積単位数 － 56 94 124 

共通教育科目 

初年次教育科目 「教養ゼミ」（教養講座を含む） 

－ － （26） 

2 

共通基礎科目 

日本語表現 「日本語表現法」 2 

情報リテラシー 「情報処理基礎」 2 

英語 ５科目必修※１ 6 

初修外国語 
同一語 
2科目選択必修 

2 

教養教育科目 A群～F群 ※2 11 

キャリア教育科目 「キャリアデザインⅠ」 1 

専門教育科目 
 (8+[2]) (30+[6]) 62+[8] 80+[8] 

卒業研究 － － － [6] 

共通教育科目もしくは専門教育科目 － － － 4 

望ましい年次別累積単位数 32 68 104 － 

※1 英語について，「英語Ⅰ」，「英語Ⅱ」，「英語Ⅲ」，「英語Ⅳ」，「専門英語」の５科目を必修とする｡ 

※2 教養教育科目について，A～F群の中から3つ以上の群にまたがり選択。 

 

備 
 

 

考 

１．年間履修登録上限単位数は，４８単位（前期上限２４単位，後期上限２４単位）とする。ただし，

卒業要件に含まれない科目の単位は含まない。 

２．２年次から３年次への進級のためには，年次別必要累積単位数を満たさねばならない。３年次から

４年次への進級のためには、年次別必要累積単位数と専門教育科目の進級基準を満たさなければ

ならない。これらの単位数を満たさない場合は，原級留め置き（以下「留年」という）とし，上級

年次配当科目の履修はできない。 

３．単位は，出席すべき授業回数の３分の２以上出席し，かつ，定期及び臨時の試験等の成績評価によ

って合格した場合に認定される。  

４．２年次にあっては同一年次に３年を超えて，３年次，４年次にあっては，同一年次に２年を超えて

在籍することができない。ただし，休学の場合はこの限りでない。 

５．年次別必要累積単位数には，資格取得等に関する科目（一部の科目を除く）および副専攻科目の単

位は含まない。 

６．表中の（ ）内の数字は，科目別の望ましい年次別累積単位数であり，それぞれの単位数を満たさ

ない者は，上級年次の配当科目を履修できない場合がある。また，[ ]内の数字は，専門教育科目の

必修の実験・実習科目（卒業研究を含む）の累積単位数である。 

７．卒業のためには，共通教育科目・専門教育科目それぞれの４年次における必要累積単位数を満た

し，さらに必修科目全てに合格しなければならない。 この条件を満たさない者は留年とする。 

８．所定の修業年次を経過し，かつ、卒業年次で留年した者で，卒業に必要な累積単位数を満たした 

者は前期の終わりに卒業の認定を受けることができる。 
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進級・卒業に必要な年次別累積単位数 

 

薬学部 薬学科（令和6年度入学者に適用） 

 

年    次 1 2 3 4 5 6 

年次別必要累積単位数 22 66 96 126 156 186 

共
通
教
育
科
目 

初年次教育科目 「教養ゼミ」（教養講座を含む）※１ (2) ２ ２ ２ ２ ２ 

共通基礎科目 

日本語表現 「日本語表現法」 (2) ２ ２ ２ ２ ２ 

情報リテラシー 「情報処理基礎」 (2) ２ ２ ２ ２ ２ 

英語 6科目必修※２ １ ２ ３ ４ ５ 

18 

※5 

６ 

19 

※5 

初修外国語  － － － － － － 

教養教育科目 A群～F群 ※３ ４ ７ ８ ８ ９ ９ 

キャリア教育科目 キャリアデザインⅠ※４ (１) １ １ １ １ 1 

専門教育科目 
 

16＋ 
[1]  

43＋ 
[7] 

 

67＋ 
[11] 

 

 

81＋ 

[26] 

 

81＋ 

[47] 

81＋ 

[59] 

課題研究 － － － － － [17] 

共通教育科目もしくは専門教育科目 － － － － 4 4 

望ましい年次別累積単位数 38 72 103 137 159 － 

※１ 薬学入門Ⅰと連携して実施する。 
※２ 英語は，「英語Ⅰ」，「英語Ⅱ」，「英語Ⅲ」，「英語Ⅳ」，「薬学英語演習Ⅰ」，「薬学英語演習Ⅱ」の 

6 科目を必修とする。 
※３ 教養教育科目について，A～F群の中から3つ以上の群にまたがり選択。 
※４ 薬学入門Ⅱと連携して実施する。 
※５ ６年次までに英語、初修外国語、教養教育科目、キャリア教育科目を合わせて19単位修得する。 

 

備 
 

 

考 
１．年間履修登録上限単位数は，４８単位（前期上限２４単位，後期上限２４単位）とする。ただし，資

格取得等に関する科目（一部の科目を除く）及び副専攻科目の単位は含まない。 
２．進級のためには，上表中の年次別必要累積単位数と各科目の単位数及び[ ]内の必修の実習及び演習

の累積単位数を満たさなければならない。この単位数を満たさない者は原級留め置き（以下｢留年｣と
いう。）とする。 

３．留年となった年度においては，薬学部規則第６条第２項により特別履修として実習・演習を除く専門
教育科目５科目までを履修することができるものとする。ただし，特別履修で取得した単位は進級し
た場合にのみ有効とする。 

４．単位は，出席すべき授業回数の３分の２以上出席し，かつ，定期及び臨時の試験等の成績評価によっ
て合格した場合に認定される。 

５．年次別必要累積単位数には，資格取得等に関する科目（一部の科目を除く）及び副専攻科目の単位は
含まない。 

６．表中の（ ）内の数字は，科目別の望ましい年次別累積単位数を示す。 
７．病院実務実習及び薬局実務実習の履修にあたっては，事前に共用試験を受験し，合格しなければなら

ない。 
８．所定の修業年限６年を経過し，かつ，卒業年次で留年した者で，卒業に必要な累積単位数を満たした

者は前期の終りに卒業の認定を受けることができる。 
９．同一年次に２年を超えて在籍することができない。ただし、休学の場合はこの限りではない。 
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